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広報

回

町

北小学校では10月 8日、 4 ・5 ・6年生の児童とその保護者が参加 して、「親子スポーツ」が行われ

ました。この催しは、親子のふれあいを深めようと聞かれたもので、 4 ・6年生は校庭、 5年生は体

育館と各学年別に分かれて、制ヲlきや玉入れなどの競技を親子がいっしょになって行いま したが、 お

母さん方には日ごろの運動不足解消になったようです。(写真ニ 4年生の親子による綱引き ) 七
九

-ヘ
4
・H‘B

成
運
千
鶴
子
さ
ん

(
常
磐
城
二」

諏
訪
部

四
九

市民と市長の日

「市民と市長の日」 を12月2日

(月)午前9時から正午ま で、市役所

3崎市長室で行います。
ハハハ"'"、

農地問題相談日

「農地問題相談」を12月2日(月)

午前8時30分から午後5時まで二

市役所2階農業委員会事務局で11
います。

な内容

テレ トピア基本計画を申請・・・・・・・・・ー・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・ 2・3ページ
秋の全国火災予防運動・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4ページ

カメラレポ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ......................................5ページ

成人病予防特集.............................................6・7ページ

健康づくり、 中年の体をむしばむ糖尿病・・・・・・・・・・・.......8ページ

上田市の職員給与等の状況・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.....8・9ページ

お知らせ・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1O~12ページ

主



モ
デ
ル
都
市
指
定
を
目
指
し

だ 昭和60年11月16日ー一一一 (2)ー

市
で
は
、
丸
子
町
、
東
部
町
、
坂

城
町
と
協
力
し
て
、
郵
政
省
の
未
来

刑
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
都

市

(
テ
レ
ト
ピ
ア
)
構
想
の
モ
デ
ル

都
市
指
定
を
目
指
し
て
取
組
み
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
、
そ
の

基
本
計
画
が
ま
と
ま
り
、
県
を
通
じ

て
郵
政
省
に
提
出
し
ま
し
た
。

えつ

テ
レ
ト
ビ
ア
構
想
と
は

広報

テ
レ
ト
ピ
ア
構
想
は
、
郵
政
省
が

指
定
し
た
モ
デ
ル
地
域
に
、
双
方
向

の
有
線
テ
レ
ビ
や

I
N
S
な
ど
の
ニ

ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
(
情
報
を
伝
、
え
る
た

め
の
新
し
い
手
段
)
を
他
地
域
に
先

行
し
て
集
中
的
に
部
備
し
、
こ
れ
を

拠
点
に
、
全
国
に
ニ
ュ

ー
メ
デ
ィ
ア

の
普
及
を
促
進
し
、
未
来
割
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
(
通
信
)
社
会
を
実

現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

今
私
た
ち
が
住
む
社
会
は
、
「
工
業

化
社
会
」
と
呼
ば
れ
、
人
々
に
物
質

的
な
盟
か
さ
を
も
た
ら
し
て
(
れ
ま

い
っ
た
様
々
な
社
会
的
諸
問
題
も
生

み
出
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
、
今
の
社
会
が
も
っ
多

く
の
矛
盾
や
課
題
を
解
決
し
て
く
れ

る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
「
情

報
」
で
す
。

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
を
活

用
し
て
、
情
報
を
収
集

・
分
析
し
た

り
、
情
報
を
送
り
出
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
例
え
ば
産
業
の
生
産
効
率
の
向

上
が
図
ら
れ
た
り
、
家
庭
内
の
防
犯

・

防
災
な
ど
が
効
果
的
に
行
わ
れ
、

真

に
豊
か
な
市
民
生
活
が
実
現
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

基
本
計
画
の
内
容

上
田
市
を
含
む
四
市
町
は
、
テ
レ

卜
ピ
ア
構
想
め
モ
デ
ル
都
市
指
定
を

受
け
る
た
め
、
「
上
田
地
域
テ
レ
ト
ピ

ア
推
進
協
議
会
」
を
組
織
し
て
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。
郵
政
省
に
提
出

し
た
テ
レ
ト
ピ
ア
基
本
計
画
の
内
容

も
、
こ
の
推
進
協
議
会
を
中
心
に
し

て
検
討
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

タ
イ
プ
五
シ
ス
テ
ム
を
、
こ
の
地
域

の
先
行
的
な
モ
デ
ル
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
現
校
進
め
ら
れ
て

い
る
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想
の
円

滑
な
推
進
を
図
る
た
め
、
「
先
端
産
業

型
」
タ
イ
プ
と
し
て
「
ソ
フ
ト
サ
イ

エ
ン
ス
技
術
情
報
シ

ス
テ
ム
」
。

東
信
地
方
の
商
業
の
中
心
で
あ
る

上
田
市
の
商
業
振
興
を
目
指
す
「
物

流
・
商
業

m」
タ
イ
プ
と
し
て

「異

業
種
共
同

P
O
S
シ
ス
テ
ム
」
お
よ

び
「
商
庖
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
」。

さ
ら
に
、
生
活
情
報
、
地
域
情
報

の
提
供
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
文
化
活
動

の
支
援
・
教
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ウ
ン
刑
」

タ
イ
プ
と
し
て
「
社
会
教
育
シ
ス
テ

ム
」
お
よ
び
「
地
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
」
の
三
タ
イ
プ
五
シ

ス
テ
ム
で
す
。

各
シ
ス
テ
ム
の
特
徴

リ

J

7

l

I
砂

1
t
A
I
T-
〉

1
持
日

俳
町
問
肱
川

知
組

ン

ス
テ
ム
は
、
地
域
の
大
学
、
研
究
所
、
一

ソ
フ
ト
産
業
、
情
報
セ

ン
タ
ー
、
先
一

端
企
業
な
ど
を
中
心
に
、
総
合
的
・
一
〈
l
N
S
V

体
系
的
に
情
報
通
信
網
を
柊
備
し
、
一
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
が
、
西

工
業
の
活
力
あ
る
発
展
を
目
指
す
も
一
暦
二

0
0
0
年
完
成
を
目
指
し
て
進

の

で

す

。

一

め

て

い

る

計

画

で

、

イ

ン

フ

ォ

メ

l

異
業
料
共
同
P
O
S
シ
ス
テ
ム
は
、
一
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

多
様
で
高
度
化
し
た
消
費
者
ニ

l
ズ
一
(
高
度
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)
の
略

に
対
応
し
、

P
O
S
シ
ス
テ
ム
を
共
一
称
。
電
報
、
電
話
、
電
信
、

デ

|
夕、

同
で
導
入
し
、
商
業
経
営
の
近
代
化

一
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
五
つ
の
ネ

ッ
ト
ワ

を

図

る

も

の

で

す

。

一

l
ク
を
デ
ィ
ジ
タ
ル
伝
送
方
式
に
よ

商
庖
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
は
、
消
一
り
一
本
化
し
、
回
線
の
共
有
化
を
図

費
者
に
商
品
、
パ

l
ゲ
ン
、
駐
車
場
一
る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な
情
報
機
器

な
ど
の
各
純
情
報
を
提
供
し
、
商
業
一
を
自
由
に
選
ん
で
一
本
の
電
話
線
に

活
性
化
に
役
立
て
て
い
こ
う
と
す
る
一
接
続
し
て
使
え
る
よ
う
に
す
る
も
の
。

も
の
で
す
。

一

〈
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
〉

社
会
教
育
シ
ス
テ
ム
は
、
本
宅
学
一
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
(
技
術
)
と
ポ
リ

胃
の
機
会
の
提
供
や
、
社
会
教
育
施
一
ス
(
都
市
)
の
合
成
語
で
、
高
度
技

設
や
各
柿
講
座
、
講
演
会
な
ど
各
純

一
術
集
桁
都
市
と
呼
ば
れ
る
。
半
導
体
・

教
育
活
動
の
案
内
、
予
約
を
行
い
、
一
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
先
端
技
術
産

生
涯
教
育
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
の
高
ま
一
業
、
大
学
、
研
究
機
関
を
誘
致
、
新

り
に
こ
た
え
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
一
設
し
、
産
・
学
・
住
が
バ
ラ
ン
ス
よ

で
す
。

一
く
有
機
的
な
つ
な
が
り
を
も
ち
、
自

地
域
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

一
然
と
現
代
工
業
文
明
が
調
和
し
た
都

ム
は
、
地
域
情
報
の
提
供
や
、
自
主

一
市
を
つ
く
る
と
い
う
も
の
。

番
組
作
り
の
場
の
提
供
を
通
じ
て
、
一
〈

P
O
S
(
ポ
ス
)
シ
ス
テ
ム
〉

地
域

の
核
家
族
化
、
都
市
化
に
伴
う
一
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
中
央
の
コ
ン

地
域
の
連
帯
意
識
や
地
域
社
会
へ
の
一
ピ
ュ

l
タ
と
接
続
し
た
レ
ジ
ス
タ
を

参
加
意
識
の
低
下
、
希
薄
化
を
防
い

一
用
い
て
、
居
頭
で
大
田
一
世
に
発
生
す
る

で
い
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
一
販
売
情
報
を
前
ち
に
収
集
・
分
析
し

す
。

一

定

時

噌
菅
理
か
ら
作h
M
制
作
ま
の
合
理
化

用

語

の

説

明



も
、
こ
の
推
進
協
議
会
を
中
心
に
し

て
検
討
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

テ
レ
ト
ピ
ア
基
本
計
画
で
は
、
三

各
シ
ス
テ
ム
の
特
徴

で
い
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
一
販
売
情
報
を
直
ち
に
収
集
・
分
析
し
、

す

。

一

存

庫

管

理

か

ら

間

頗

作

業

内

会

理

化

な
ど
に
ま
で
体
主
か
そ
、
7
L
、ぃ・
RJJum，
a

化
社
会
」
と
呼
ば
れ
、
人
々
に
物
質

的
な
盟
か
さ
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま

し
h
E

危
，
向
円
公
害
や
過
苫
遇
措
抹
'
E

テレトピアモデ〉レ都市の全体イメージ
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だ 昭和60年11月16日一一一(4)ー

(
表
参
照
)
で
は
、
た
き
火
、
た
ば

こ
、
て
ん
ぷ
ら
鍋
の
不
始
末
な
ど
が

上
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
こ

れ
か
ら
は
た
き
火
を
す
る
機
会
が
多

く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
た
き
火

を
す
る
際
は
水
を
入
れ
た
バ
ケ
ツ
を

用
意
す
る
な
ど
、
火
災
予
防
に
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

秋の火災予防運動

11月26日--12月2日

十
一
月
二
十
六
日

ωか
ら
十
二
月

一
一
日
間
ま
で
の
一
週
間
は
、
「
秋
の
全

国
火
災
予
防
運
動
」
の
期
間
で
す
。

今
回
の
統
一
標
語
は
『怖
い
の
は
H

消

し
た
つ
も
り
H

と
か
消
え
た
は
ず
。
』

で
す
。

日
ご
と
に
寒
く
な
る
こ
の
時
期
は
、

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
を
使
い

始
め
る
時
期
で
も
あ
り
、
火
災
の
発

生
件
数
が
増
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
秋

の
火
災
予
防
運
動
が
展
開
さ
れ
る
わ

け
で
す
が
、
こ
の
運
動
は
一
人
ひ
と

り
の
自
覚
を
高
め
る
こ
と
で
、
悲
惨

な
焼
死
事
故
や
貴
重
な
財
産
の
損
失

を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

上
田
市
内
で
は
、
こ
の
十
月
末
ま

で
に
三
十
五
件

(昨
年
同
期
三
十
五

件
)
の
火
災
が
発
生
し
、
損
害
額
は

約
一
億
六
千
五
百
七
十
四
万
円
(
同

約
九
千
八
百
四
十
六
万
円
)
、
焼
死
者

は
O
人
(
同
三
人
)
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
焼
死
者
が
一
人
も
い

な
い
も
の
の
、
損
害
額
は
昨
年
に
比

べ
て
六
千
万
円
以
上
も
上
回
っ
て
い

ま
す
。

ま
た

過
去
五
年
聞
の
火
災
原
因

消
火
器
の
悪
質
ヤ
ー
ル
ス
じ
御
注
意

消防署員は、絶対に消火器販売をしません

1 

「あやし いな」と恵、ったら・・・

買う前に上回消防署(宮@2501)または

上回消費生活センタ ー (宮@8517)までお問い合わせを

え

天よら鍋

2 イ牛

天ぷら鍋

2件

火遊び

3 イ牛

放火

2併ニ

たl工こ

3件

つ

5 

広報

過去5年間の火災原因(上田市内)

煙突の飛火

4件

ストーブ

4件

風巴がま

31牛

火遊び

3件

たき火

21牛

4 

ストーブ

2件

風呂がま

4件

火遊び

4件

マッチ

4件

Tこばこ

3件

3 

ストーブ

5件

天よら鍋

4件

天ぷら鍋

5件

たばこ

3件

たは、こ

61牛

2 1 

v 



消防;

者~ 947号~

住宅増改築の一助にV
「住みよい家づくり展一増改築フェア」が、

10月25日から27日までの 3日問、 上田市民体育

館で開かれました。このフェアは、住宅の増改

築をする際の一助にと、約60杜が出展しており、

建材、住宅設備機器などが展示さ れたほか、住

宅相談コーナーもあ り、大勢の見学者でにぎわ

いまし た。

‘
循
環
パ
ス
が
運
行
開
始

国
鉄
上
田
駅
か
ら
上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー
、
県
合
同
庁
舎
、
上
田
染
谷
丘
高

校
を
経
由
し
て
市
街
地
を
走
る
上
国
交
通
の
循
環
パ
ス
が
、
十
一
月
一

日
に
運

行
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
日
、
朝
の
第
一
便
に
は
、
県
職
員
や
高
校
生
な
ど
約

百
人
が
二
台
の
パ
ス
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。
循
環
パ
ス
は
、
朝
夕
一
便
ず
つ
の

運
行
で
、
午
前
八
時
発
は
上
田
駅

昭
栄
前
l
県
合
同
庁
舎
|
染
谷
丘
高
校

大
星
東

原

町

上

田

駅

の
左
回
り
コ

l
ス
。
午
後
四
時
五
十
五
分
発
は
、
朝

と
は
逆
の
右
回
り
コ

l
ス
で
走
り
、
所
要
時
聞
は
い
ず
れ
も
約
三
十
分
で
す
。

う

i
l

バ
い
ド

f
-
f
i
i
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企簡易浄化槽の汚泥を「たい肥」に
市が常磐城地籍に建設を進めていた「家庭排水浄

化センター」が完成し、 11月6日に現地て法工式を

行いました。このセンターは、市内の約 1万 3千戸

にある簡易浄化槽から出る汚泥を収集、処理した後、

それを「たしサ巴」として活用しようというものです。

差別のない豊かな人間関係を

世界人権宣言が誕生した12月10日の「人権テー l を記念して、 12月

4日からこの人権デーまでの 1週間を「人権週間;とし ていますo 期l

問中は全国各地で「人権」にちなんだ催し物などが開催されます

病気になって初めて、健康のありがたさを知るのでは巡いと言がLI 
ます。 人権問題に出合ってから、その大切さに気づ く前に、あなたも

部落問題を含め「人権」について考えてみてください

12月4日一10日は「人権週間」
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一成人病予防特集=

えつ広報

手1聞は健康診査を受けましょう]
市では、 40歳以上の市民を対象とした成人病予防め健康診査を、次により実施しています。希望され

仰は、市内の全病院 ・医院でいつでも受診できますので、御利用ください。(一般診査の料金は、公質

問のため本人無料です)

査

ふラ

ぷ
レ
J
γ

毎
'

一二
M
u
g
-
r
w
w

察
、
守
吠
W
汐

も

航

行
住
/
J
H
U
日
パ
阪
河
口

U
3先
取
院
妙
子

j
J
E
-
-

，

血

問
」
誠
治
活

再

A
H
U
μ

句

ま

尿検査

一首

体重点11定

亡二二ご〉

内

身長、体重、肥満度

キ唐、 蛋白、 j替1血

安静時

内科診察

貧血検査、肝機能検査、血糖検査

心臓機能

脳血管異常

'""・合

検査内容

項 目

身 体計測

般|尿検査

21血圧測定
医 師診察

詰|血液、生化学検査

Z|心電図検査
査|眼底検査

仁二二〉

の注意

診を受け!

は、細胞 j

にとれず

ない場合

なるべく

対象者

040歳以上の市民、ただし現在循環器疾患など(心臓病、高血圧症、糖尿

病、肝臓病、腎臓病、脳卒中など)で入院または治療中の人は除きます。

E霊霊登

(ー般診査〉
0上田市内の全病院、医院でいつでも受診できますが、診療時聞が異なりま

すので確認のうえおでかけください。

。料金は公費負担のため本人無料です。

。健康手帳をお持ちの方は忘れずに持参してください。
(必要に応じて)

(精密診査〉

。一般診査の結果、詳しい検査の必要な方に検査をします。

0精密診査の費用は本人負担1，000円です。

(70歳以上、※生活保護世帯、※市民税非課税世帯の方は無料です)

※印に該当する方は事前に受診票を保健予防課へ御請求くださし、。

眼底検査

C二二コ

〆 r

~，r 合平IJ 定 J

けします。

つ。
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!がん検診|
〈子宮がん〉

30歳以上の女性は、了ー宮(顎)がん検診を年に一度は受けましょう。

0子宮(顕)がんの早期発見が目的で、 30歳以上の女性が対象です。

0検診の費用は個人負担 1人1，000円です。

(70歳以上、※生活保護、※市民税非課税世帯の方は無料です)

※印に該当する方は事前に受診票を保健予防課へ御詰一求く ださい。

0下記の医療機関で受診してください。

抗 947号ー圃，第 947

子宮(頚)がん検診医療機関一覧表 ( 50音順) 子宮がん検診の注意

医療機関名 電話番号
党付時間

{蔚 考
午 円リ 午 f愛

上田市産院 22-1573 8:30-11 :00 毎週水曜日休診

午後は、手術で休診の時も

共立産婦人科 22-8480 9:00-11 :00 2: 30-5:00 
ありますので、電話をして
からおでかけください。
土曜日午後休診

毎週木曜日休診
国立東信病院 22-1890 8: 30-11: 00 土曜日は、午前8時30分か

ら10時30分まで

竹内産婦人科 22-1321 9:00-正午 1 :00-5:30 毎週土曜日午後休診

豊田医院 22-1158 8:30-正午 3:00-5: 30 
毎週木曜日休診

土曜日は、午後 5時まで

長岡産婦人科 22-4370 9:00-11 :40 2: 00-3: 40 毎週木曜日午後休診5:00-5 :40 

午後は往診がありますので
新美産婦人科 35-0012 9:00-正午 1 :00-6:00 電話をしてからおでかけく

fごきし、。

服部産婦人科 24-2830 9:00-正午 1 :30-5: 30 
土曜日は、午後 1時30分か
ら3a寺まてい

ニ浦産婦人科 22-0350 9: 00-12: 15 3: 00-5: 15 土曜日午後休診

ニ好町産婦人科 23-2381 9:00一正午 2:00-6:00 土曜日立、午後2時から 3時まで

※この検診は、日曜・祭日は各医療機関とも実施しません。

〈大腸検診〉

大腸がんの早期発見のために、年 1回は検診を受けましょう。

0対象者・・・おおむね40歳以上の人と心配な人

0実施時期...61年 1月-3月

0検診内容...1回目の検交一問診と便潜血反応検査

子宮(顕)がん検診を受け

るとき、次の場合は、細胞

成分がじゅう ふんにとれず

完全な検査ができない場合

がありますのて、なるべく

避けてくだきし、。

①生理中およ び生理が終わ l

ってから 1週間以内

②治療などで躍洗浄後2週:
間以内

2回目の検査一便潜血反応検査(1回自の検査で再検査が必要とされた人)

精密検査 2回目 の検査で精密検査が必要とされた人

0検査料・・・個人負担40円(1固め検査)

0申込方法・・・60年12月25日までに隣組回覧で申し込んでください。

0受診通知・・・申し込み者には、検診日時、受診上の注意、問診票、便検査容器などを後日お届けします。

0結果通知・・・異常のない人には通知しません。

く胃検診、乳房検診、肺がん検診〉

今年度は多数の皆さんに受けていただきました。今後も、年に一度は受診するよう心がけましょう。

上田市民生部保健予防諜 TEL 22-4100内線288・290
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れ 中

ヒ隻
ば Zt
む Y-r
を糖
尿
病

働
き
盛
り
の
中
年
の
体
を
ジ
ワ
ジ

ワ
と
む
し
ば
む
糖
尿
病
。
糖
尿
病
は
、

す
い
臓
か
ら
出
る
イ
ン
ス
リ
ン
と
い

う
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
悪
く
な
り
、

血
液
中
の
糖
分
が
う
ま
く
体
に
と
り

込
め
な
く
な
る
病
気
で
す
。

イ
ン
ス
リ
ン
が
出
に
く
く
な
る
原

因
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
ま

す
。
ひ
と
つ
に
は
遺
伝
。
調
査
に
よ

る
と
、
過
去
に
糖
尿
病
に
な
っ
た
こ

と
の
あ
る
人
が
い
る
家
系
の
場
合
、

発
病
す
る
可
能
性
は
、
二
五
%
か
ら

四
O
%
と
い
わ
れ
ま
す
。
も
う
一
つ

は
、
肥
満
や
精
神
的
緊
張
、
運
動
不

足
な
ど
が
引
き
金
と
な
っ
て
発
病
す

る
ケ
ー
ス
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
二
つ
の
原
因
が
複

雑
に
絡
み
合
っ
て
発
病
し
ま
す
が
、

特
に
次
の
よ
う
な
人
は
必
要
に
応
じ

て
定
期
的
に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
、
っ
。

マ
両
親
や
近
い
血
族
に
糖
尿
病
の
人

が
い
る
人

マ
四
十
歳
を
過
ぎ
て
太
っ
て
い
る
人

マ
運
動
不
'
足
の
人

えつ広報

に
尿
か
ら
糖
の
で
て
い
る
人

早
期
発
見
の
た
め
に

糖
尿
病
は
、
知
ら
な
い
間
に
進
行

し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
早
期

発
見
の
た
め
に
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
を

自
分
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
の
ど
が
よ
く
渇
き
、
水
を
た
く
さ

ん
飲
む
。
夜
中
に
起
き
て
飲
む
こ

と
も
あ
る
。

②
尿
の
回
数
が
多
く
、
夜
中
に
何
回

も
ト
イ
レ
に
起
き
る
。
量
も
多
い
。

ま
た
、
尿
に
甘
ず
っ
ぱ
い
よ
う
な

に
お
い
が
あ
る
。

③
食
欲
が
異
常
に
高
ま
る
こ
と
が
あ

り
、
特
に
甘
い
も
の
を
好
む
よ
う

に
な
る
。

④
体
重
が
、
急
激
に
減
る
な
ど
変
化

す
る
。

⑤
で
き
も
の
が
で
き
や
す
く
、
し
か

も
治
り
に
く
い
。
皮
膚
が
か
ゆ
く

な
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
。

⑥
視
力
が
低
下
す
る
。

⑦
手
足
の
先
が
し
び
れ
る
。

異
常
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
る
。

⑨
全
身
が
だ
る
く
、
元
気
が
な
く
な

り
疲
れ
や
す
い
。
仕
事
に
対
す
る

意
欲
が
低
下
す
る
。

怖
い
の
は
合
併
症

糖
尿
病
は
、
い
っ
た
ん
か
か
る
と

完
全
に
治
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

む
や
み
に
怖
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。
万
一
か
か
っ
た
と
し
て
も
、
早

い
時
期
に
正
し
い
治
療
を
受
け
、
病

気
を
か
コ
ン
ト
ロ

ー
ル

。
し
さ
、
え
す

れ
ば
、
健
康
な
人
と
同
じ
よ
う
な
日

常
生
活
が
送
れ
ま
す
し
、
病
気
の
悪

化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

怖
い
の
は
、
糖
尿
病
だ
と
い
う
こ

と
を
知
ら
な
か

っ
た
り
、
治
療
を
怠

っ
た
り
し
て
、
合
併
症
を
引
き
起
こ

し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
最
悪
の
場

合
は
死
を
招
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
糖
尿
病
に
か
か
る
と
血

管
が
か
た
く
な
っ
た
り
、
も
ろ
く
な

っ
た
り
す
る
た
め
、
脳
卒
中
、
心
筋

梗
塞
、
高
血
圧
な
ど
の
循
環
器
系
の

病
気
に
か
か
り
ゃ
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
と
き
に
は
失
明
に
も
至
る

糖
尿
病
性
網
膜
症
や
白
内
障
な
ど
の

目
の
病
気
、
神
椛
痛
や
手
足
の
し
び

れ
、
細
的
や
カ
ビ
な
ど
に
よ
る
感
染

症
も
糖
尿
病
の
合
併
症
と
し
て
よ
(

(9)特別職の報酬等の状況
(60年4月1日現在)

給料月額等

市長

助役

収入役

700，000円

570，000円

499，000円

分区

346，000円

303，000円

282，000円

長

長

員議

議

副

議

報

酬

期
同

(60年度支給割合)

6月期 1.4月分

12月期 1.9月分

3月期 0.5月分

計 3.8月分

答

(60年度支給割合)

6月期 1.4月分

12月期 1.9月分

3月期 0.5月分

計 3.8月分

市長

助役

収入役

同

長

長

只
議

議

副

議

固め制度
との異同

末

手

当

交通機関利用者

f限度額21，700円)

交通用只利用者

2km-5kmの者 2，000円

5 km-10kmの者 2，600円

その他 3，600円

異

!!と4
区分 1

~配偶者 13，200円
宇 |配偶有以外の扶益税族2人ま でそれぞれ 4，200円
当 lその他の峨峨1人につき 1，000円
|借家 ・9，000円以上16，500円以下のもの

| 知ら9.0山健除した鎖
• 16，500円以上のもの
家1¥から16，500円を往除した在員の2分の lの額

lこ7，500円を加えた額(限度額14，700円)
，作家 ・1，000内
ーマー

交通償問 ・18，300円までは全電I1

利用肴 -18.300問以上のもの

18.300円に18，300向を包えた車両の2分の 1 I 

の客員を加えた領(限度額22，200円)

受通用兵・ 2kmを超えた距離1km毎に250円を2，600肉に | 
利用者加えた額(限度ln5，350肉)

内
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(5)職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況(60年4月1日現在)

区 分 経験年数7年以上10年未満 経験年数10年以上15年未満 経験年数15年以上20年未満 i

上田市 166，852 円 209，400 同 242，728 円

大学卒
長野県 171，659 円 212，156 同 258.530 同

一般行政職
上田市

円 円 円

高校卒
136，750 165，145 204，913 

長野県 136，619 円 174，486 円 210，624 同

上田市 125，157 同 147，646 円 198.060 円

技能労務職 高校卒
長野県 129，112 同 156.400 円 199，697 円

(6)一般行政職の等級別職員数の状況(60年 4月1日現在)

国の等級 1等級 2等級 3等級 4等級 5等級 6等級 7等級 8等級 計

等 奇及 1等級 特 2等級 2等級 3等級 4等級 5等級 6等級

標l終的な
部長

主幹 課長 係長
務高技を皮師を記嬰肉行知とヲす主地位事る離輩、 主比地す事世位る監的輩、務高校を度師を記長円行相とう 主事

上
職務内容 (課長) 課長補佐 主査 技師

職 員数
人 人 人 人 人

195 人
人 人 人

11 10 145 232 47 6 646 
回 % 2 % % % 36 αd 30 % % 1 % 100 % 構成比 2 22 7 

市 1年成前の % % 
2 
% % 33 % 36 ~ι % % 100 % 失~ 続 比 23 5 1 

考 5年成前の % % % 21 % 30 % 30 % 12 % % 100 7J 相時 比
2 5 

国

(60年度支給割合)
期末手当勤勉手当
月分 月骨

6月期 1. 4 0.5 
12月期 1. 9 0.6 

3月期 0.5 一
生一土LJL
(支給率)自己都合 目虜 I定年

月分 月骨

勤続20年 21.0 28.875 

勤続25年 33.7544.55 
勤続35年 41.5 62.1 
松高限度1fi 60.0 62.7 

b
e担職わ円。的表ゃ、'φ す4=
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一

区
「

注

刊一
長野県

(60年度支給割合)
期末手当勤勉手当

月分 月分

6月期 1.4 0.5 
12月期 1.9 0.6 
3月期 0.5 一一
計 3.8 1.1 

(支給率)自己都合 勧奨・定年

月分 月分

勤続20年 21.0 28.875 
勤続25年 28.37544.55 
勤続35年 48.125 63.525 
最高限度額 60.0 63.525 

期末手当

職員数(A)

6 
人人

11 
人

17 

59 
|普通昇給期間I(12-
年 124月)杭i紘して鼻
|給した聡員数 (8)
度 i

勤勉手当

退職手当

% 
3.4 

(8)-2 

特

殊

勤

務

手

当

(
m
w
年
度
)

種

% 

職

35 

% 

1.7 

全区分

職員全体に占める手

当支給職員の割合

当

類

入
額
一

1
年

一

種

)

員

給

一

数

職
支
一
の
当

象

均

一

手

対
平
一
当
(

ふ
口

1
'

一

支
た
一
手

% 

2.1 
比率
(B)/(A) 

通
勤
手
当

定年前早期退

職特別指置
(2%ー四句加算)

(注)退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職絡に係る職員に支給された平均納てす

退聴時 l号俸
特別昇給

その他の

加算措置
制度なし

原則 1号俸

特別の勧奨退

職者2号俸

その他の

加算措置

退戦時

特別昇給

制度なし

1人当リ 千円 干問

平均支給額 2，328 14，817 

勧奨退職者

2号俸

その他の

加算惜置

退職時

特別l昇給

円

代表的

な手当

の名称

49，289 

28 

伶高作事従ゆ手当、

52単位問実主主

25鎧fEiL
『

支給額の
多い手当

多くの職只
に支給され
ている手当
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水
道
局
工
務
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
5
1
2

水
道
管
が
凍
結
す
る
季
節
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
早
め
に
凍
結
防
止
を

し
て
、
寒
さ
か
ら
水
道
管
を
守
り
ま

i
レト
47勺ノ
。

げ
v
品
村
げ
し
F

L
，出

e
R
v
b
f
z
v
k
m凶
u
p

長
野
大
学
公
開
講
座

ア

l
マ
は

秋晴れの10同14目、自然運動公園では保
健矯導員さんなど約130人ガ参加して、森糾
浴を行いました。今回は、 7月に続いて2
回目の森林浴で、参加された皆さんは公園

内の遊歩道を歩いだり、ゲ ムや体操広ど

で楽しいひとときを過ごしました。

強
い
と
こ
.
ろ
、
家
の
外
に
あ
る
水

道
管
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

②
電
熱
帯
の
電
気
を
忘
れ
ず
に
入
れ

キ
ナ
し
ょ
、
っ
。

③
不
凍
怜
は
、
毎
日
忘
れ
ず
に
操
作

ー
レ
キ
?
し
ょ
、っ。

④
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
は
、
ボ
ロ

布
か
ス
チ
ロ
パ
ー
ル
な
ど
を
袋
に

入
れ
て
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
長
期
間
、
家
を
空
け
る
場
合
は
、

特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き
は
・:

凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
か
布
を
か

ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
お
湯

を
か
け
解
か
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
破
裂
し
て
水
が
吹
き
出
し
た
ら
・
.. 

①
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
止

水
位
で
水
を
止
め
ま
す
。

②
止
水
絵
が
な
い
場
合
は
、
破
裂
し

た
部
分
に
布
、
ゴ
ム
テ
'
l
l

プ
な
ど

ヤ
上
田
市
捌
副
会
に
宅
き
る
農
業
・

農
協
の
展
望

14{自
沼
正
久
(
長
野

大
教
授
)

〈
そ
の
他
〉

っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
、
水
道

局
か
指
定
工
事
居
へ
修
理
の
依
頼

を
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
修
理
費
は
・
・
・

民
地
内
(
公
道
外
)
は
、
個
人
負

担
に
な
り
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
破
損
も

個
人
負
担
に
な
り
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

バ
ザ
ー
を
開
催

闘
で
診
て
い
た
だ
く
よ
う
、
お
願
い

し
ま
す
。

庭
な
ど
か
ら
い
た
だ
い
た
不
用
品
の

衣
類
や
日
用
品
な
ど
を
販
売
し
v

そ

の
利
益
を
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
、

並
び
に
社
協
奉
仕
銀
行
に
預
託
し
ま

す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
、
お
で
か
け
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
御
寄
付
い
た
だ
け
る
品
物

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
多
少
に
か
か
わ

ら
ず
お
願
い
し
ま
す
。

と
き
:
・
十
一
月
三
十
日
印
午
前
十

時
か
ら
正
午
(
雨
天
の
場
合
は
十

二
月
一
日
同
に
廷
期
)

と
ニ
ろ
・
:
上
田
市
福
祉
会
館
駐
車
場

(
上
田
電
報
電
話
局
斜
め
向
か
い
)

歳
未
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

社
会
福
祉
協
議
会

宮
⑫
2
0
2
5

結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン

上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

社
会
福
祉
に
役
立
て
る
た
め
、
「
歳
末

チ
ャ
リ
テ
ィ

l
パ
ザ

l
」
を
開
催
し

ま
す
。

こ
の
バ
ザ
ー
で
は
、
各
御
家

結
果
の
お
知
ら
せ

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

(大巾) 3，000円|ママコート

ーふとんセット 9，000円|自動車用子供イス

コート 話し合ぃ|ステレオ

y卜 2，000円 |乾燥機(衣頒)

、電動オルガン 話し合ぃ|電子レンジ

ツプノ、ンドル自転車 25，000円|二段ベット

仰い y 卜 10，000円 |マ y トレス

ずス用ス トーブ 10，000円 |石油ストーブ

'7トべ yト 5，000円 |エレクトーン
!崎，~糊4

プηルL川(-1引折j庁炉刷f刊刊lリ)たたみ式) 話し合い|ガガ‘ステ一ブル

E文学全集 19，000円|スチール製事務机
りコン 話し合い|プロパン瞬間湯沸器

だ活用できる不用品は、 |婦人用自転車

どんなものでも登録しましょう。|子供用自転車

たい品物、ゆずってほしい品物がありましたら、生活

生活係(告⑫4100内線301)へお気軽に御連絡を。
f去のトラブルなどについては、責任を負いかねます
内御了承ください。

市
で
は
、
八
月
二
十
六
日
か
ら
十

月
二
十
二
日
ま
で
、
結
核
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
診
を
各
地
区
で
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
検
診
の
結
果
、
異
常
所
見
の

あ
っ
た
人
に
は
、
す
で
に
個
人
通
知

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
十
一
月
十
六
日
現
在
で
通
知
を

お
受
け
取
り
に
な
っ
て
い
な
い
人
は
、

異
常
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

こ
の
お
知
ら
せ
を
も
っ
て
結
果
通
知

に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
検
診
で
通
知
を
お

受
け
取
り
に
な
っ
て
い
な
い
人
で
も
、

加
門
か
冒
央

A
o
m

争
、
成
仙
ド
し
た
時
，
に
は
、
か
6
7
9

マ
市
役
所
西
庁
舎
二
階
会
議
室

1
十

一
一
月
五
日
州
午
後
一
時

i
同
四
時



長
野
大
学
公
開
講
座

ア

1
マ
は

「
地
域
経
済
の
活
性
化
」

長
野
大
学
公
開
講
座
事
務
局

宮
⑩
2
3
5
0

長
野
大
学
で
は
、
次
の
と
お
り
第

六
回
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
の
公
開
講
座
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
分
野
か
ら
問
題
を
提
起
し

て
、
こ
れ
を
も
と
に
市
民
の
皆
さ
ん

と
討
議
し
、
地
域
経
済
活
性
化
へ
の

方
途
を
さ
く
り
ま
す
。
多
数
の
皆
さ

ん
御
出
席
く
だ
さ
い
。

〈
と
き
〉

十
一
月
三
十
日
川
午
後
一
時
三
十

分
か
ら
丘
時

〈
と
ニ
ろ
〉

上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

(材
木
町
一
丁
目
)

〈テ
l
マ〉

地
域
経
済
の
活
性
化
を
ど
う
進
め

る
カ〈報
告
者
〉

マ
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
圏
域
の
産
業

構
造
と
展
望

l
山
崎
匡
毅
(
長
野

大
助
教
援
)

マ
M
E
化
の
も
と
で
の
労
働
と
労
働

組
合
1
北

村

寧

(
長
野
大
教
授
)

だえつー (11)一一一昭和60年11月16日 広報

② 
キた止

を部水
き分拾

っにカ‘
(ム布な

針ゴ場
企ム合
なテは

でプ破
Lな裂
:!どし

ワ
上
回
市
域
社
会
に
生
き
る
農
業

・

農
協
の
展
望

1
菅
沼
正
久
(
長
野

大
教
授
)

〈
そ
の
他
〉

受
講
料
は
無
料
て
、

意
し
ま
す
。

保
育
室
を
用

九
品
絡
揚
T
g
d
m
v

人
権
週
間

%
i
%

人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

十
二
月
四
日
附
か
ら
十
日

ωま
で

の
一
週
間
は
「
人
権
週
間
」
で
す
。

長
野
地
方
法
務
局
上
田
支
局
と
上

回
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
人

権
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、
十
二

月
五
日
闘
に
次
の
場
所
で
特
設
の
人

権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

土
地
問
題
、
同
和
問
題
、
結
婚
・

離
婚
問
題
、
相
続
関
係
、
借
地
・
借

家
、
公
害
、
い
じ
め
な
ど
に
つ
い
て

お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
御
利
用

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

マ
塩
尻
地
区
公
民
館
M
M
十
二
月
五
日

側
午
前
九
時

i
午
後
三
時

マ
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

1
十
二

月
五
日
附
午
前
九
時
1
午
後
三
時

マ
転
作
促
進
研
修
セ
ン
タ
ー

(
塩
田

公
民
館
隣
り
)
日
目
十
二
月
五
日
附

午
前
九
時
1
午
後
三
時

知
を
お

受
け
取
り
に
な
っ
て
い
な
い
人
で
も
、

何
か
異
常
を
感
じ
た
時
に
は
、
な
る

べ
/
、
、
日
ナ
い
誌
吋
間
別
に
臼
在
室
町
nf
の
昨
医
悔
悟
軍
機
眠

マ
市
役
所
西
庁
舎
二
階
会
議
室

l
十

一
一
月
五
日
山
午
後
一
時

l
同
四
時

電

話

士量f

ヲU

の
ノ九
品A、

収
税
課
収
税
係

官
(
⑫

4
1
0
0
内
線

2
4
3

有
線
②
0
6
9
1

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
る
、

上
田
電
報
電
話
局
管
内
め
電
話
加
入

権
の
公
売
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

と
き
:
・
十
一
月
二
十
二
日
倒
午
前

九
時
三
十
分
(
受
付
は
午
前
九
時

か
ら
九
時
三
十
分
)

と
こ
ろ
:
・
市
役
所
南
庁
舎
(
五
階
会

議
室
)

方
法
・
:
競
争
入
札

台
数
:
・
当
日
決
定

公
売
公
告
の
場
所
:
・
市
役
所
、
豊
殿
・

塩
田
・
川
西
の
各
支
所
、
上
国
税

務
署
、
上
小
地
方
一
事
務
所

入
札
参
加
者
・
・
・
印
鑑
を
お
持
ち
に
な

り
、
本
人
が
お
い
で
く
だ
さ
い
。

代
理
人
の
場
合
は
、
必
ず
本
人
向

筆
の
委
任
状
と
代
理
人
の
印
鑑
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
・
・
・
公
売
当
日
ま
で
に
滞
納
者

が
市
税
な
ど
を
完
納
し
た
場
合
は
、

公
売
を
中
止
し
ま
す
の
で
、
御
承

知
く
だ
さ
い
。

12月の乳幼児健康診査
。受付時間は、いずれも午後 1時から 2時。
。母子健康手帳とパスタオル(4・10か月児)、ノ、ブラシ(1歳 6

か月児)をお持ちください。また、 1歳6か月児は赤ちゃん
手帳の中にある健康診査票を記入してお持ちください。

£ヌエh 場 健診 実施日 介I 象 児

4か月児
12月3日 60年7月16日-7月31日生

12月17日 60年8月1日-8月15日生

10か月リよ
12月4日 60年 1月16日-1月31日生

上田市保健センター 12月18日 60年 2月1日-2月15日生

(市役所南庁合2階)
l歳6か月児

12月5日 59年 5月16日-5月31日生

12月20日 59年6月1日-6月15日生

3 歳児
12月6日 57年11月1日-11月15日生

12月13日 57年11月16日-11月30日生

4か月児
12月10日

60年7月16日-8月15日生
庖回母子健康センター

10か月リよ 60年 1月16日-2月15日生
(庖白地区)

3 歳児 12月25日 57年10月1日-11月30日生

4か月リよ 60年 7月16日-8月15日生

川西社会悩祉センター 10か月児 12月11El 60年 1月16日-2月15日生

(川西地区) 1歳6か月児 59年 5月16日-6月15日生

3 ;:.量リ4 12月12日 57年 6fl 1日-11月30日生

※駐車場が手伏のため、なるべく時えでのおいでは御遠慮くださし、。
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「
心
の
健
康
相
談
所
」
を

開
設
し
ま
す

保
健
予
防
課

宮
⑫
4
1
0
0内
線
2
9
0

有
線
②
0
7
2
1

変
化
の
激
し
い
現
代
社
会
で
は
、

心
の
健
康
が
失
わ
れ
が
ち
で
す
。
そ

こ
で
、
市
で
は
「
動
く
心
の
健
康
相

談
所
」
を
開
設
し
、
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

えつ広報

新制度での加入者
4月から、サラリーマンの奥さんはすべて強制加

なるなど、 新しい形の年金制度がスタートします。

12月1日

市

日11番16号)
[00内線205

席。

次
の
よ
う
な
事
で
お
悩
み
の
方
は

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

O
夜
な
か
な
か
眠
れ
な
い
。
寝
つ
き

が
悪
い
。

O
気
分
が
す
っ
き
り
し
な
い
。

O
い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
す
る
。

O
気
持
ち
が
沈
み
が
ち
で
あ
る
。

O
お
子
さ
ん
に
つ
い
て

(
落
ち
つ
き

が
な
い
、
学
校
へ
行
く
の
を
い
や

が
る
、
家
族
に
乱
暴
す
る
)

〈
日
程
〉

マ
十
二
月
二
日
間
午
後
一
時
三
十
分

か
ら
三
時
三
十
分
、
上
野
が
丘
公

事l号:12の家族→ho歳 -60歳おふ瓦)
65歳未満の人

民
舘

マ
十
二
月
九

日
間
午
後
一
時
三
十
分

か
ら
三
時
三
十
分
、
上
田
市
保
健

セ
ン
タ
ー
(
市
役
所
南
庁
舎
二
階
)

〈
相
談
担
当
〉

遠
藤
利
治
先
生
(
千
曲
荘
病
院
)

〈
申
込
方
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ま
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で
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く
だ
さ
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市
で
は
、
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り

に
快
適
な
療
養
生
活
を
送
っ
て
い
た

だ
き
、
介
護
さ
れ
る
家
族
の
皆
さ
ん

も
健
康
で
介
護
で
き
る
よ
う
「
寝
た

き
り
老
人
を
か
か
え
る
家
族
の
会
」

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
は

ド
ラ
イ
バ
ー
の
義
務
で
す

現行では、日本国内に住

所がない人は国民年金に加

入できませんが、改正後は、

20歳-65歳の人ならば、任

意加入できます。

3号被保険者> r- 一可
一一→上20歳-60歳未満の人|人の配偶者 \..~V'''"._ vv"."._"'''-'-//....j 

サラリーマンの妻は、現在の国民年金に任意加入し

ようといまいと、改正後は国民年金へ強制加入に

ります。もし任意加入していたとすると、その加入

は、 改正後の基礎年金の額に反映されます。

4B 
新・国民年金制度
(基礎年金)

含
加入

時 65歳未満州〉→ 60歳時点で老齢基礎年金
1 の受給資格期間を満たすこ

被用者年金(厚生年i
! とができない人や年金額を

針ど)の老齢(退 |
職)年金を受けるこ | ふや したい人のため、 60歳

tができる人で65歳| 以上65歳未満までの問、任

未満の人 | 意加入の途がひらかれまし
Tこ

海外在住の人

(日本国内に住所の

ない日本国民)

を
、
来
年
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月
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で
行
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。
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今
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ら
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